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ネギ属植一物の核・型分析亙

相木洋吉⑧田章川春重

Yδkichi　KASHIWAGI and　Harush1ge　TAKUSAGAWA

Karyotype　Ana1ysis　inλ〃z物I

　　　　　　　　　緒　　　　言

　ネギ属はユリ科に属し，欧州，アジア，北アフリカ及

び北米に約280種，本邦に／8種を産し，広く分布してい

るが，その多くは花卉，そさい，薬草として栽培されてい

る。本属檀物の染色体数及び核型の研究は，KATAYAM1A

（1928，’36）ON0（／935）SUD0（／936）KURITA（／950，

・152）etα！乙より行われ　報告されているが，染色体数

の研究が主で核型の分析の詳細なものは案外少いようで

ある。この報告はネギ属檀物4種類を無作為に撰び核型

分析を行つた結果であるが，変りものを発見したのでこ

．こに報告する。

　なお，此の研究に当つて材料其ρ他種々御便宜を戴い

た丸山，松田両先生に深く謝意を表します。

いで。カバーグラスをかけて上から押しつぶして染色し

た⑪描画はλ肋θ描画装置を用いて油浸レノズにより

3，○00倍に転写した。染色体の長さはミクロメーターで、

測定したもので，核型の表わし方は篠遠（／945）によつ

た、用いた材料は次の通り。

1．　ニンニク　λ〃伽郷30肋2舳L．formaμ肋惚郷θ

　　　　　　　MlAKINO

　松江近在で栽培されているもの　2n：／6

2．伯州太葱A．伽肋108㈱L．var．肋肋8伽・

　　　　　　　一戸〃玄0勉685　　2丘＝／6

3．　ノビル　λ．粥ψカoψo〃肋FRANc皿．et－SムvA凪

　　隠岐島の海岸に自生しているもの　　2n＝32

4．　ラツキョウ　五．3α肋〃LFG狐．

　仁多郡横田町に栽培されているもの　2n二64

　　　　　　　　材料と方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　果

　前処理及び固定染色法はTJ工o＆・Le▽an（1950）の　　1．ニンニク　λ肋㈱8α肋洲L．formaμ肋㈱2

方法を一部変更した方法を用いた。即ち，根端約1cmを　　　　MAK工N0

切り取り1／0～15oCにおいて0002mo1の8oxyqumo11　　　体細胞染色体は／6で，大きさと形から，4種類に区

neの水溶液に／～2時間浸し・40～50分間水洗したのち　　別することが出来る。そのうちア対がV字型の染色体で

60りCに暖めた／酢HC1に5～／0秒間入れ・軟かくしてス　　残りの／対はJ字型の染色体である。最大の梁色体は長

ライドグラス上におきl／％の錯酸オルセイン液を／滴注　　さ／3．2μで最小のものは，6．6μ，核型は次の如くなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sn1　　毛　s七　　　n1
　　　　　　　　　　　　　　　K（2n）＝16、：4A＋8B＋2C＋2D

　　　　　　　　　　第1表　　ニンニクにおける染色体の長さ（μ）
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2．伯州太葱．λ．加肋203㈱レ．Yar．肋肋8伽・

　　仰ま0郷身

　体細胞染色体は／6で大きさ及び形から7種類に分けら

れる。7対のY型染邑体と，1対のJ型染色体とから構成さ
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れ，、最大の染邑庫は長さ15．18μ，最小のもの1ま6．6μで　　ある。核型は次の式で表わされる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sη1　　　　　111　　　　cnl　　　　S＋　　　　Sn1　　千　　Sn1　　i11

　　　　　　　　　　　　　K（2n）＝↑6二2A＋2B＋4C＋2p＋2E1＋2E2＋2F
　　　　　　　　　第2表　伯州ふとねぎにおける染色体の長さ（μ5
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一15　　／6
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’皿

3，ノビルλ．弼物o炊脇盲趾N（凪et　S岬批　　　　　の染色床と，長腕；に二次狭窄の見られる染邑体が1対あ

　体細胞染色体は32で大きさと形カ）ら，12種類に区別す　　る。最大の染色体の長さは13．2μで，最小のものは5．28μ

ることが出来る。V型の染色体が／2対あり，J型のもの　　である。よつて核型の式は次の如くなる。

が4対ある。そのうち，比較的長い附随庫を有する3対

　　　　　　　　　m1　　七　St　　　　　S七　　　　　S七　　　　　Sn1　　t　　1n　　　　　n〕。　　　　S＝11　　七　S七　　　　　n1　　　ln1　　　Snl

　　K（2n）＝32＝．4A＋2B1＋2B2＋2（1・Ci＋2C2＋2D工十2D2＋2El＋2E2＋4E3＋6F＋2G

　　　　　　　　　　　　　　　第3表　ノビルにおける染色体の長さ（μ）

染餉1／・」・・1・・ll・1・／・：／／／・l／・／・！／・／・いプ／・い…j・／・・！・…1・；・・1…1 293013／32
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4．ラッキョウA肋肋〃L：鵬兀．　　　　　　そのうちに附随庫を有するものが／0対含まれている。染

　体細胞染色体は64である。大きさ及び形から／／種類に　　色体の大きさは，最大のものが／1．88μで，最小の染色

分けられ糺V型染色体が25対，J型染色体が7対ある。　　体は5．28μでφる。核型の式は次のようになる。

　　　　　　　　　　　　m　　七　m　　2o　m　　t　Sl11　七Snユ　　S皿　　　Sm　　　S㎜　　　St　．Sう　　S：

　　　　K（2n）＝64＝8A＋6Bi＋2B2＋6C1＋4C2＋／6D＋6E二十2tE2＋6F＋2G＋6H
　　　　　　　　　　　　　　第4表　　ラツキョウにおける染邑体の長き　（μ）

~~~i~~f 1 21 5 4J 5 6f 7 8i 9 Iof 11 12 I f 15 14 15 16 17 18 19 20f 21 22f 25 24 25 26! 27 281 29 50 
~1 52 

~~~~ 5 . 94 (5.94' 5.94 5.94 5.94 11.8 11.8 5 . 94 5 281 5.28 5 . 281 
5
 
.
 
2
8
:
 
5
 
.
 
2
8
1
 

5 . 28 5 . 28 5 . 28 5.28' 5.281 4 . 26 4 . 26 4 . 26 

~i~;~ 5 . 94 5.94 
5.28: 5.28 1 10.56, I0.56 

5 , 28 4 . 26 4 . 26 4 , 26 4 . 26 4 . 26 5 . 96 5 , 96 ~ . 96 

~f 1 1 .88 11 .8 1 o . 56 1 o . 56 9 . 54 9 . 54 9 . 54 9 . 54 9 . 54 8 . 22 8 . 22 8 . 22 

~~=~~~~ ~!I 

M M 
~!~ 

M M M M SM sM SM ･S M SM SM SM SM 
~~~i'~: 55 ~4J 55 56[ 57 58[ 59 40J 41 42 

 
1
 
I
 
4
6
 
4
4
 
4
5
 
4
6
 
4
7
 
4
8
 
4
9
 
5
0
1
 
5
1
 
5
2
 

5~ 54 55 56 57 58 59 60 .61 62 65 64 

d~:~~:~ 4 . 26 4 . 26 4 . 26 
4.261 4.261 5.96f 5.96 

4 . 26 
I 4.26{ 4.26 5.50 5.uzo 4.261 5.94 5.50 2.64 7.561 8.58 

5 . 94 5 . 94 
5.941 5,96 1.98 1 .52 

5 . 96 5 , 96 

~~~~: U ' 96 5 . 96 5 . 96 ~ . 50 
7.561 7.56 SM sl~l 

2 . 64 2 . 64 1 .52 1 .52 
~
'
-
'
-
'
+
 
~
 

8 . 22 8 . 22 8 . 22 8 . 22 8 . 22 7 . 56 8 . 58 8 . 58 

ST ST 

7.98 5.28 ST ST 5 . 28 5 . 28 

~･~~{.~~ SM SIVI SM S M SM sM ST ST ST 

3／32

426
396

822
S1征

6364

3％

／32

528

　　　　　　　　考　　　　嚢

　ネギ，ニンニクはn＝8よりなる正常2倍庫と考えら

れ，ノビルは4倍体，ラッキョウは8倍体と考えられる。

ネギの染色体数は，ON0（／935）により，2n＝／6である

ことが報告され，叉核型は，KURITA（／952）により，

K（2n）＝／6＝14V＋2J，材料A伽肋2os㈱L．▽ar

伽伽グ㈱が報告されている。筆者の行つた品種では前

述の如くで核の形態は良く似ているが，VaL伽伽グμ肋

に於ては・Sμ肋舳肋α1の’C0如就7脇0〃を有するJ型の

染色体に附随体を有するが，肋肋5肋伽玄0刎哀　では

Subtermma1Constr1ctヱonを有するV型の染色体に附

随体を有する点が異なる。

　ニンニクの染色体の構成は他の種類より簡単で，附随

体の大きさがネギよりはるかに小さく，ラッキョウの附
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随体の小さいものと極似している。KURITA（／952）に．

より発表されている，4倍体のラッキョウの染色体の基

礎形態と等しい。この二点から他のものよりもかなり縁

の近いことが窺われる。

　ノビルについては・耳ATAYAMA（／928・736）‘0N0．

（／935）　　　lMl0RINAGA　and　FUKUsHIMA（／93／）

KURITA（／94ア）等により発表されているがこれらの結

果からこの種類は2倍体と4倍体（基本染色体数8）を含

む．ものと思われる。叉KURITA（1952）により2n＝32，

2n＝40及び核型が報告されている。筆者の観察の結果

は前述のように隠岐島（島根県）海岸に自生しているノ

ビルは4倍体である。2対のJ型染色体と1対のV型染色

体に他の種類のものより比較的長い附随体が認められ，

J型染色体が3対であった。

　ラッキョゥは、KATAYA1MA（／928）によ，り2n＝16，’

MoRINAGA　and　FUKUs肛MA（193／）及び
KATAYAMA（／936）により2n箒32なる染角体数が報
告されている。筆者の観察したものは染色体薮は2n＝64

であり，核翠は前述の如くであつて此の種類の申には，

2借体と4倍体と8倍体を含むものと推定される。2n旨

64の染色体においては長腕に附随体をもつもの，／箇

の染色体で2箇の附随体をもρもの1対を含む20箇の

satchromosomeが認められ，附随庫の大きさも2種

類に区別される。概して染色体の大きさは他の3種類の

ものより短い。

F溶1　λ．80κ倣倣L．formaμ肋惚郷θ

2　3牛　　ケ 6　　7　8・　9　10
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　　　　　　　摘．　　要

　ネギ属檀物4種類，ネギ，ニンニク，・ノビル，ラッ

キョウの核撃分析を行つた。

　島根県仁多郡横田町に栽培されているラツキョウの・

あるものは体細胞染色体数，64であることが認められ

た。

附随体のある染邑体数がノビル（2n＝32）では6

個ラッキヨウ（2n＝64）では20個ある。

　ネギ，ニンニクの核の形態は／4ヤ十2Jである、

　ノビルの核の形態は24V＋8Jである。

　ヲッキヨウの核の形態は，50V＋／4Jである。

　ネギの染色体のう．ち二次狭窄のある染邑庫が1対あ

　る。

　ネギ染色体の附随庫はニンニクのものより大きい。
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